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【結果】「おおいたワールドフェスタ 2022」参加団体アンケート 

 

団体数：28 団体 

団体からの参加者数：284 人 

 

Q1.今回の「おおいたワールドフェスタ 2022」は、以下の３つの開催目的をどの程度達

成できたと感じますか。  

 

①来場者の多文化理解を促進すること 

 

 

②団体の活動の PR の場として活用すること 
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③参加団体間のネットワーク（横のつながり）の形成の場として活用すること 

 

  

  

 

Q2.開催会場（お部屋ラボ 祝祭の広場）についての感想をお聞かせください。 
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会場についてよかった点、不便、不都合だった点等についてのご意見や感想 

 

良い点 

大分駅からアクセスしやすく、メイン通り沿いでとてもいいロケーシ

ョンであったこと 

関係者用の駐車場があったこと 

屋外で開催したこと 

荷物の搬入が容易であった 

ビジョンに出演団体名を表示していたこと 

会場周囲に柵は設置しないことで、会場の立地条件を活かした形

で来場者を迎えることができたと思う。また、会場内にはトイレがあ

り、周囲にはコンビニがあるなど不便と感じることはなかった 

不便・不都合な点 

関係者用の駐車場が遠く、分かりにくい 

ステージが狭い 

更衣室（特に女子）に隙間が多くあった 

ステージへ登壇する動線が明確ではなかった 

控室が少ない 

ステージ団体用の受付場所が分かりにくい 

広場をポール等で囲むことをしなかったので、誰でもステージ裏の

控室へ入ることができるため、警備体制を考える必要がある 

その他 

フードエリアのテントを道路側にしたら、通行人の目に留まる 

雨天時の場合の対応について事前に説明をしていただきたい 

ブースの配置について、事前に団体へ配置希望を調査してはどう

か 

ステージが見えない場所のブースもあったと思うので、配置を工夫

してはどうか 

より多くの観覧者の集客をするのに、車利用が可能な場所（かん

たん公園、パークプレイス、わさだタウン周辺など。）が好ましいと

思う 

看板が倒れないよう工夫すること 

ビジョンに出演団体名を表示する場合、どんな内容か事前に相談

したほうが良いと思う 
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Q3.次回もまた「おおいたワールドフェスタ」に参加したいと思いますか。 

 

 

Q4.おおいたワールドフェスタ 2022 参加団体交流・説明会について、 

開催日時（10 月 22 日（土）午後 2 時～）についての意見 

・平日開催の方が、都合が良い（7 件）。 

・土曜日開催の方が、都合が良い（2 件）。 

・団体へ事前にアンケートをとって、開催日を決めてはどうか。 

・遠方のため、オンライン開催を希望。 

・イベント前日の開催であれば、対面で参加が可能。 

・祝日や日曜日開催であれば、参加が難しかった。 

  

 事前交流（説明会）の内容についての意見 

・交流会としては良かったが、貴重な時間なのでイベントの説明に時間を使って 

ほしい。 

・具体的に何をするか分からないまま参加したので戸惑いはあったが、どのよう 

な団体が参加するのかということを知る良い機会となった。 

・イベント当日は忙しくて交流が難しいが、事前に顔合わせをすることができ、 

主旨や目指すこと、自分らの団体について共有することができた。 

・事前に開催したことで、イベント当日の開始前、ブース訪問をし合うなど、 

イベントに共に参加している一体感を感じることができた。来年度も開催を要望。 

・参加できなかったので、当日、各団体への挨拶回りが大変だった。 

 

 

参加したい
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参加したくない
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Q5.今後も団体同士の交流を図る機会があれば参加したいと思いますか。 

 

 

Q6.全体を通じての意見 

・10 月開催を希望。遅くとも 11 月の第 1 週目を希望。 

・スタンプラリーが来場者の主な関心事になっているように感じた。 

・コロナ対策として、ビニールシートを吊るしていたが、換気が悪くなるので不要である。 

・外国につながりのある子どもたちが中心となってブースを担当してもらう形で、とても

貴重なチャレンジの場、他の国際団体に出会う場となった。 

・留学生スピーチコンテストもあり、少し先を走るロールモデルとの出会いにもなったと

感じた。ムスリムの方たちから食事について質問される場面があり、ハラルフードが

明記された出店を希望する。 

・ステージプログラムは、毎年時間が押してしまい、時間調整をする必要が生じた。 

・参加団体と交流ができる良い機会であった。当校は英語教室を運営しているのです

が、悩みであったレッスン卒業後の進路・選択肢を増やすきっかけになりそう。 

・留学やホームステイ、ボランティアなど、コロナ禍においてどのように動けばいいの

か、最新の情報を知る手段を得た。反省点としては、ブースの遊び体験の材料が

早々に不足した。 

・ビジョンの映像が昨年よりも見やすくて良かった。また、司会者等との打ち合わせが

簡潔で良かった。 

・反省会という名の懇親会を企画してはどうか。グローバル教育に携わっている団体

の意見を聞く、未来を真剣に考える場が必要だと思う。 

・団体同士の交流ができる場なので来年も参加したい。 

・ステージプログラムの開催を正午からとすれば１番目に出演するステージにも集客

が見込めるのではないか。 
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